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児童数 ５９８名

職員数 ５３名





児童も教師も楽しく学び、共に成長できる学校づくり

～児童の学力向上と教職員の働き方改革の取組を通して～

研究主題



研究仮説

児童に必要な力を高める授業改善の視点を基本とした授
業を展開する中で、

○ 個別最適な学びと協働的な学びの充実につなぐ

ICT活用能力の育成

○ 特別支援教育の手立ての工夫

○ 教材の共有による教師の作業効率の向上 を行えば、

学力が向上し、児童も教師も楽しく学び、共に成長できる
学校づくりができるであろう。



本校の児童に 今 必要な力

聞く力

表現力

●見通しをもって
●自分の考えと比較して

●自分の言葉で
●理由・根拠を明らかに
して



目指す児童の姿



成果指標【低学年児童用】

観点

【３】 聞く力

【４】 表現力

【６】 個別最適な学び
協働的な学び

一部抜粋

【具体的な内容】

算数の授業中、先生や友だち
の話を聞いていますか。

【具体的な内容】

算数の授業中、自分の考えを
言った後、理由を説明するこ
とができていますか。

【具体的な内容】

算数の授業中、先生や友だちに
自分の考えを言ったり、先生や
友だちの話を聞いたりすること
ができていますか。



成果指標 【教師用】

観点 （働き方改革に関する内容）

【１】 意識 【働きがい・負担感の軽減】

【２】 勤務時間 【効率化・確保】

【３】 業務改善

【４】 ワークライフバランス

観点 （授業改善に関する内容）

【５】 授業改善

【６】 ICT活用スキルアップ

【７】 特別支援教育の充実

【具体的な内容】

①教材研究・学級事務の時間
②児童に対する個別指導・教

育相談の時間

【具体的な内容】

①個別最適な学びと協働的な学び
②ICT活用
③特別支援の手立て

一部抜粋



研究組織

研究推進委員会

推進チーム 学年チーム

授業改善推進
チーム

特別支援教育推進
チーム

ICT活用推進
チーム

低学年チーム

中学年チーム

高学年チーム

主に１・３学期 主に２学期







授業改善の視点から富田スタイル学習指導の確立へ

１ 県・事務所・町が示す授業改善の視点

県 中部教育事務所 新富町

めあてとまとめの整合 ● ●

指導内容の精選 ●
実態との整合 ●
的確な指示・発問 ●
資質・能力の明確化 ●
個別最適な学びと
協働的な学びの一体化 ● ●

ICTの活用 ●
習熟の時間の工夫 ● ●
タイムマネジメント ●
問いをもつ ●

学び合い考えを広げる ●
深く考える力 ●

ひ
な
た
の
学
び



授業改善の視点から富田スタイルの確立へ
２ 全ての視点を包括した富田スタイルの確立

富田スタイル

見通す

調べる

まとめる

ふり返る

めあてとまとめの整合

問いをもつ

個別最適な学び
協働的な学び

学び合い考えを広げる

習熟の時間の工夫

ＩＣＴの効
果的活用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
活
用

タ
イ
ム
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ネ
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ト

的
確
な
指
示
・発
問

深
く
考
え
る
力

特
別
支
援
教
育

個別最適な学び
協働的な学び

めあてとまとめの整合



富田小 学習指導案 『授業構想シート』

３ 個別最適な学び
と協働的な学びに
関わる児童の実態



富田小 学習指導案 『授業構想シート』

個別最適な学びと協働的な学びに関わる児童の実態について

３ 個別最適な学びと協働的な学びに関わる児童の実態

○ 根拠を明確にして考え、見通しをもって予想を立てることができる。

○ ICT機器を使って自分の考えや意見をカードに書くことができる。

● 自分の考えや意見を書くことのできる児童は多いが、理由や根拠を

明らかにして書くことのできる児童は少ない。

● 自分の考えや意見を相手に伝えることはできるが、相手の意見を

聞く際に自分の考えと比較しながら聞くことが難しい児童がいる。

★ 自分の考えの根拠となる資料を提示しながら説明することが苦手

な児童が多い。

○ : よいと認められる
児童の実態

● : 課題と感じられる
児童の実態

★ : 表現力に関する児童の課題



算数科の研究授業で検証したこと

個別最適な学びと協働的な学びの
一体化はどうあればよいか。

学んだことを自分の言葉でアウト
プットできる力の育成はどうあれば
よいか。



調べる段階において

（１）自分の考えをもつための手立て

（２）自力解決するための手立て

①ＩＣＴ機器の活用

②特別支援教育からのアプローチ

個別最適な学び１

「調べる」段階



調べる段階において
（１）自らの考えをもつための手立て

学習の見通しから考えをもつ 既習事項から考えをもつ

自分の考えをもつとは…
式や答えの意味や理由を、言葉や図、表、グラフ等を使って説明し

たり、表したりできること。（最終目標）

個別最適な学び



自分の考えを表す

自分の考えや
理由を簡潔に
書く。

個別最適な学び

話型をもとに書く。



調べる段階において
（２）自力解決するための手立て
①ＩＣＴ機器の活用

個別最適な学び

自らの学びを
調整する

ヒント動画 QRコードヒントカード

ヒントカードをロイロノートの資料
箱に数種類準備し、自分のレベル
に合わせて選べるようにしておく。

ヒント動画やQRコードは、自分の理解に合
わせて繰り返し見れるようにしておく。



調べる段階において
（２）自力解決するための手立て

②特別支援教育からのアプローチ

個別最適な学び

支援を要する児童への手立て



協働的な学び

調べる・まとめる段階において

「対話」

①対話の目的

②対話の形態

③対話に使用した学習教材

「まとめる」段階

「調べる」段階



調べる・まとめる段階において
「対話」

①対話の目的

協働的な学び

1 自分と他者の共通点・相違点を知る

2 自分の考えを広げる

3 自分の考えを深める

4 新たな考えをもつ

5 最適解・納得解を導きだす

個別最適な学び
と協働的な学び
の一体化

調べる段階で得た

自分の考えを伝える



低学年の様子 中学年の様子 高学年の様子

②対話の形態

ペアでの対話 グループでの対話

友達と同じ式だけど
考え方が違うな

そんな考え方が
あったのか

協働的な学び調べる・まとめる段階において
「対話」



③対話に使用した学習教材（紙媒体）

調べる・まとめる段階において
「対話」

協働的な学び

ノートやワークシートを活用した対話



調べる・まとめる段階において
「対話」

④対話に使用した学習教材（ICT機器）

協働的な学び

提出箱を活用したペア対話 提出箱を活用した全体対話

ICT機器の活用

ロイロノートに記入した考えを全体で共有する。
ロイロノートに記入した考えをペアで共
有する。



ふり返る段階において

（１）習熟の時間

（２）自分の学びの振り返り

個別最適な学び２

「ふり返る」段階



ふり返る段階において
（１）習熟の時間
協働的な学びで得た最適解を用いて、適用問題に取り組む。

適用問題例②

実生活での活用をイ
メージした習熟問題

（教科書の問題）

確実な知識・技能の
定着を図る習熟問題

個別最適な学び

個別最適な学び
と協働的な学び
の一体化



ふり返る段階において
（２）自分の学びのふり返り

本時学習で分かったことを伝える。→表現力の向上

自分の言葉で表現する（アウトプット）

個別最適な学び

考えた
解法

考えの
説明 ・学習の感想

・先生への
メッセージ





本校のICT活用に関する課題
教師側の課題

教材化への不安

不慣れな機器操作等

児童側の課題

不明瞭な情報活用スキル

情報モラルの不徹底等

「スマイルアップICT」



「ICT教具の活用一覧表」

段 階
活用できる教具一覧【例】

ロイロノート その他のICT

見通す
QRコード 画像 動画

アンケート テスト
デジタル教科書

調べる

動画撮影・シンキングツール
ワークシート （PDFで作成）

アンケート 小テスト
Webカード 共有ノート

動画（NHK for school等）

インターネット
デジタル教科書

Eライブラリ

まとめる 発表シート・提出箱

ふり返る
習熟問題シート （自作）

テスト

Eライブラリ デジタル教科書
動画（NHK for school等）



ICT教具サンプルの作成

【シンキングツールのサンプル】



ICT教具作成マニュアルの作成
【ワークシート作成の例】



作成データ教材の共有化

【ロイロノートを活用したデータの蓄積と管理】



学年ごとの情報モラル一覧表の作成

学年 前期の指導内容 後期の指導内容

１年生
学習用タブレットの上手な使い方

※スキル指導も含めて２回実施

学習用タブレットの上手な使い方

※スキル指導も含めて２回実施

２年生 スマートフォンやタブレットなどの使いすぎ スマートフォンやタブレットなどの利用マナー

３年生 ネットゲームに夢中になると・・・ ひとりよがりの使い方にならないように

４年生 パスワードについて考えよう うまく伝わったかな？

５年生 軽い気持ちのID交換から… SNSの書き込みへの影響

６年生 写真や動画が流失する怖さを知ろう 思ったままSNSに送信しただけなのに



情報タイムの実施

指導内容 『GIGAワークブックみやざき』を活用

学年の発達段階に応じた内容を抽出して実施
時 間 昼の活動（13:15～13:30）において、２学期以降計８回（１５分間×８回＝１２０分間）



発達段階に応じた「タブレット基本操作一覧表」





UD → 聞く力
聞く力 → 表現力
継続取組 → 学力向上

※ UD・・・ユニバーサルデザイン

課題解決の考え方の整理



※参考資料
「分かる！」「できる！」学校全体で取り組む授業の土台づくりハンドブック （宮崎県教育委員会）

※参考文献
通常学級での特別支援教育のスタンダード （東京書籍：東京都日野市教育委員会with小貫 悟）

観 点 チェックリスト

学級環境

教室内の物の置き場所が１つ１つ決まっているか。

教材の場所や置き方が、一目でわかるようになっているか。

教室前面の壁の掲示物は、必要最低限の物に絞られているか。

教室前面の棚が余計な刺激になっていないか、目隠しなどしているか。

座席の位置は、個々の特徴に合わせたものになっているか。

指導方法
指示・伝達事項は、可視化（板書等）しているか。

抽象的で曖昧な表現は、具体的な表現に置き換えているか。

特別支援の視点からの７つのチェックリスト



休み時間 授業中



教室前方 教室後方



観点 具体的な指導方法

指示前
● 手を鳴らす
● 「話します」、「注目」 → そろうまで待つ

可視化
● 手順を番号で ● 矢印で、『今ここカード』で
● 指示を文字で残す ● イラストで、写真で など

具体的な表現

● ちゃんと → 「姿勢は『ペタ・ピン・グー』の『ペタ』です」
● しずかに → 「口はロック」
● ていねいに → 「一文字を５秒で書きます」 など

指示の精選
● 短いフレーズ、短文で一文ずつ
● 活動が終わってから次の指示を出す

児童の発言
の精選

● 指示の後に「質問はありませんか」
● 「どうぞ」で活動を始める
● 「（姿勢で）合図をください」で終わりを確認

児童が聞いて考え、活動できる指導方法



ICT研修と協議会の一体化

「働き方改革に係る取組」 （研究とは別枠１）



ロイロノートのシンキングツールの活用(例）

リボンチャート Xチャート 座標軸チャート

成果（効果的・良かった
点）と課題、その課題解
決の手立てを出し合い
分類してまとめる。

各チームごとの取組を
分類してまとめる。

各取組を効果と取組や
すさの観点で考え、整
理し、まとめる。



③ 長期休業への研修の位置づけ

「働き方改革に係る取組」 （研究とは別枠２）

① フレックスタイムの導入（夏季休業中）

② 昼休み（４５分）の分割



児童（低学年）の授業の実態調査の主な項目（一部抜粋）

【３】 算数の授業中、先生や友達の話を聞い
ていますか。

【４】 算数の授業中、自分の考えを言った後、
理由を説明することができていますか。

【６】 算数の授業中、先生や友達に自分の考
えを言ったり、先生や友達の話を聞い
たりすることができていますか。
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7月 １２月
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教師向け働き方改革実態調査の主な項目（一部抜粋）

【３】 勤務時間内に、教材研究や学級事務などの業務に

要する時間をとれていますか。

【４】 勤務時間内に、児童に対して個別に指導を行った

り、相談等を行ったりする時間がとれていますか。

【５】 勤務時間内に、他の教職員と教科指導、生徒指導

などに関する情報交換（会話などを含む）をする時

間がとれていますか。
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教職員の変容（勤務時間に関すること）
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授業改善に関する実態調査の主な項目（一部抜粋）

【13】 個別最適で協働的な学びになるように単元計画を立て、

計画的に授業を実施することができていますか。

【17】 ICT機器を活用して、個別最適で協働的な学びの授業

を展開することができていますか。

【18】 特別支援の視点から児童一人一人に個に応じた手立て

を考えて授業を進めることができていますか。
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教職員の変容（授業改善に関わる取組に関して）
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31％



研究の成果
〇 少しずつ「表現力」が高まり、「自分の考え
をもち、仲間との対話を通して課題を解決す
る」児童の姿が見られるようになった。

〇 児童と教師のICT活用スキルが向上した。

〇 ユニバーサルデザインの視点で学校全体の教
室環境を整えることができた。

〇 ICTの積極的な活用と教材の共有により作業
効率が向上し、業務の負担軽減につながった。



研究の課題

● 話合いの中で考えを深め、最適解・納得解
を導き出せる力を児童に身に付けさせる。

● 「個別最適な学びと協働的な学び」におけ
る、より効果的なICT活用を実践していく。

● ユニバーサルデザインを意識した指導方法を
実践していく。




